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播
但
連
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道
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J
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播
但
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夢
前
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菅
生
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林
田
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雪彦山雪彦山
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JR山陽本線

山陽新幹線

JR姫新線

揖
保
川 夢

前
川

市
川

山陽電鉄

姫路港

姫路
御着

夢前町

香寺町

安富町

姫路市

家
島
町

31212

神
姫
バ
ス(

林
田
町) 

茶
ノ
木
停
留
所
ま
た
は
林
田
停
留
所
下
車

自
家
用
車
は
裏
面
﹁
林
田
陣
屋
想
定
図
﹂
中
の

Ｐ

林
田
大
庄
屋
三

木
家
住
宅
・
敬
業
館
駐
車
場(

無
料)

を
利
用

神
姫
バ
ス
茶
ノ
木
停
留
所
・
林
田
停
留
所
・
駐
車
場
を
起
点
に

﹁
陣
屋
想
定
図
﹂
を
も
と
に
史
跡
・
文
化
財
を
た
ず
ね
る
。
　

陣
屋
北
口
跡
〜
陣
屋
南
口
跡
一
・
三
㎞

陣
屋
南
口
跡
〜
川
沿
い
〜
新
町
橋
〜
林
田
停
留
所
〇
・

八
㎞
、

駐
車
場
〜
陣
屋
北
口
跡
〇
・

八
㎞
／
陣
屋
南
口
跡
〇
・

五
㎞

 ﹁
林
田
八
景
画
讃
﹂
聖
岡
春
望(

文
化
財
課
蔵)

、
紙
本
墨
画(

軸

装
八
二
・

三
㎝
×
一
三
四
・

二
㎝)

、
天
保
十
年(

一
八
三
九)

頃
、

豊
後
臼
杵
藩
主
稲
葉
雍
通
詠
歌
﹁
く
さ
き
ま
て(

草
木
ま
で) 

広

き
霞
の
袖
お
ほ
ふ(

袖
覆
う)  

聖
か
岡
の 

春
そ
長
閑
き(

春
ぞ
の

ど
け
き)

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内

表

紙

説

明
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元
和
三
年(

一
六
一
七)

摂
津
一
万
石
の
大
名
で
あ
っ
た
建
部
政
長
が
播
磨
国
揖
東

郡
内
二
十
五
ヶ
村
一
万
石
で
転
封
、
聖
岡(

窪
山)

に
藩
主
屋
敷
を
設
け
六
九
谷
村
南

部
か
ら
構
村
東
部
に
か
け
て
陣
屋(

藩
主
屋
敷
・
藩
施
設
・
家
中
町(

武
家
地)

・
町
地

(

町
屋)

総
体
を
指
す)
を
構
築
し
た
。
陣
屋
北
口
か
ら
南
口
ま
で
南
北
約
一・
三
㎞
、
陣
屋

町
口
門
か
ら
西
門
ま
で
東
西
約
〇
・
三
㎞
の
細
長
い
陣
屋
で
あ
る
。

　
林
田
盆
地
を
見
渡
す
比
高
一
〇
ｍ
程
度
の
聖
岡(

窪
山
、
御
殿
山
と
も
い
う)

を
主
郭
と

し
周
囲
に
堀
、
北
に
武
家
地
、
西
に
土
堤
、
東
に
外
堀
を
配
し
、
南
は
武
家
地
・
土
堤
・

四
足
門
・
牢
舎(

の
ち
藩
校
敬
業
館)
で
塞
ぎ
、
四
足
門
よ
り
南
を
中
郭
と
し
て
東
に

二
重
の
土
堤
と
町
口
門(

門
内
に
番
所)
及
び
南
ノ
門(

大
手
口
門)

、
西
に
土
堤
と
西
門

(

門
内
に
番
所)

及
び
沼
地
を
設
け
藩
校
敬
業
館
、
評
定
所(

藩
の
政
庁)

、
家
老
屋
敷
や

上
級
武
家
地
を
配
し
、
南
ノ
門(

大
手
口
門)

よ
り
南
を
南
郭
と
し
て
東
西
に
土
堤
を

設
け
陣
屋
南
口
ま
で
大
庄
屋
の
構
三
木
家(

三
木
家
住
宅)
、
郷
蔵(

藩
蔵)

や
武
家
地
を

配
し
た
。

　
陣
屋
町
口
門
外
に
は
虎
口
を
設
け
南
北
に
走
る
因
幡
街
道(
姫
路
街
道)

に
面
し
て
高

札
場(

札
の
　 )

を
配
し
街
道
を
札
の
　
で
鉤
型
と
す
る
。
陣
屋
北
口
か
ら
渡
し
場
北

ま
で
街
道
筋
に
町
屋
を
配
し
林
田
ノ
町
と
呼
ば
れ
た
。
因
幡
街
道
は
札
の
　
の
南
西
約

百
五
十
ｍ
で
対
岸
の
龍
野
藩
領
林
谷
村
に
船
渡
し
と
な
っ
て
い
た
。
渡
し
場
を
扼
す
る

よ
う
に
土
堤
と
ひ
と
き
わ
大
き
な
土
居
岡
が
構
築
さ
れ
中
郭
・
南
郭
の
土
堤
と
土
堤
上
の

並
木
と
と
も
に
対
岸
の
龍
野
藩
領
や
街
道
筋
か
ら
は
中
郭
と
南
郭
内
の
藩
施
設
や
武
家

地
は
見
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
大
手
口
門
・
藩
蔵(

藩
の
御
蔵)

よ
り
東
に
進
ん
だ
河
原(

■
印)

は
藩
蔵
の
物
資
搬

出
入
の
船
の
積
み
下
ろ
し
の
場
と
想
定
さ
れ
、
藩
主
参
勤
は
大
手
口
門
を
使
う
の
で
こ

こ
で
対
岸
の
姫
路
街
道
に
船
渡
し
も
考
え
ら
れ
る
が
、
西
岸
の
川
沿
い
の
道
が
ニ
レ
や

松
の
並
木
で
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
林
田
川
西
岸
の
藩
領
構
村
か
ら
筒
井
村(

た

つ
の
市
神
岡
町)

 

ま
で
南
下
し
東
岸
の
藩
領
野
部
村(

同
神
岡
町)

に
船
渡
し
を
使
い

美
作
道(

出
雲
街
道)

に
進
み
藩
領
追
分
村(

同
神
岡
町)

を
経
て
姫
路
藩
領
石
倉
村

(

姫
路
市)

に
進
ん
だ
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

三
木
家
住
宅
　
所
在
地
・・
姫
路
市
林
田
町
中
構
七
四
。
敷
地
面
積 

: 

約
四
千
二
百
㎡
。

平
成
二
年(

一
九
九
〇)

三
月
二
十
日
付
け
兵
庫
県
指
定
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
。

指
定
対
象
は
主
屋
一
棟
と
主
屋
附
属
屋
三
棟(

北
湯
殿
・
離
座
敷
・
南
湯
殿)

を
一
棟

と
し
、
長
屋
門
・
長
屋
二
棟
、
土
蔵
三
棟(

米
蔵
・
内
蔵
・
新
蔵)

の
計
六
棟
及
び
附
指

定
の
古
絵
図
六
枚
。
主
屋
は
当
地
移
転
時
の
建
築
と
も
考
え
ら
れ
る
大
規
模
農
家
形

式
で
桁
行
十
二
間
半
、
梁
間
六
間
半
、
入
母
屋
造
茅
葺
・
棟
本
瓦
葺
煙
出
付
き
・
四

面
庇
本
瓦
葺
。
主
屋
と
長
屋
は
少
な
く
と
も
延
享
三
年(

一
七
四
六)

以
前
、
一
六
〇

〇
年
代
の
建
立
と
推
定
さ
れ
全
国
的
に
も
貴
重
な
大
庄
屋
遺
構
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
風
林

田
が
管
理
運
営
に
あ
た
り
林
田
中
学
校
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
実
施
さ
れ
、

長
屋
に
は
常
時
農
具
・
民
具
類
を
展
示
、
ま
た
企
画
展
も
行
う
。
開
館
日
は
金
・
土
・

日
・
月
と
祝
日
の
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
。
通
称
﹁
林
田
大
庄
屋
旧
三
木
家
住
宅
﹂
。

敬
業
館
講
堂
　
所
在
地
・・
姫
路
市
林
田
町
林
田
一
三
　

平
成
四
年(

一
九
九
二)

十
二
月
二
十
一
日
付
け
姫
路
市
指
定
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
。

県
内
唯
一
の
藩
校
遺
構
で
あ
り
寛
政
六
年(

一
七
九
四)

七
代
藩
主
建
部
政
賢
が
建
立
、

現
講
堂
は
文
久
三
年(

一
八
六
三)

再
建
、
式
台
玄
関
上
に
松
平
定
信
揮
毫
の
扁
額
、

堂
内
に
寛
政
六
年(

一
七
九
四)

紀
正
毅(

近
江
宮
川
藩
主
堀
田
正
毅)

の
﹁
林
田
建
学

記
﹂
扁
額
と
寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)

藩
主
政
賢
の
﹁
示
﹂(

校
訓)

扁
額
を
掲
げ
る
。

文化財をたずねて45

『林田陣屋』めぐり
文化財をたずねて45

『林田陣屋』めぐり

林
田
陣
屋
域
の
指
定
文
化
財

米蔵

屋敷神

御成門

供部屋
中門

庭園

内蔵

新蔵

主屋

長屋

北湯殿

西湯殿

長屋門

離座敷




